
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 第 13 回ワーキング会議の概要 

日 時：平成 25 年 10 月 14 日（月・祝） 

10:00～12:00 

会 場：アクアワールド水郷パークセンター内 

レストハウス 2 階 

参加者：海津市とその周辺にお住まいの方 約 20 名 

主 催：国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所 
共 催：海津市 

■ プログラム 

○会議趣旨の説明   

○議題１．準備会の設立    

○議題２．再生堀田を考える  

○議題 3．堀田を支援する組織と役割について 

司会・進行：大阪府立大学大学院 教授 藤原宣夫 先生 

コメンテーター：岐阜経済大学 地域連携推進センター 

教授 森 誠一 先生 

地域の人々に親しまれ、さまざまな人々に有効活用される「（仮称）大江緑道」の魅力づくり

の方策を検討していくため、地域づくりネットワーク会議を実施しています。 

去る平成２5 年 10 月 14 日（月・祝）、アクアワールド水郷パークセンターにおける水郷景

観（堀田等）の再生をすすめるための会議「（仮称）堀田を愛する会の準備会」を開催し、地域

の皆様と活発に意見交換を行いました。その内容や参加者の意見をお伝えします。 

第１３回ワーキング会議 
第１回『（仮称）堀田を愛する会の準備会』を開催しました！！ 

■会議趣旨の説明 

木曽川下流河川事務所から、この会議の趣旨を説明し、確認しました。 

 

 

■議題１ 準備会の設立 

会議の趣旨と、活動方針案について意見交換を行い、参加者全員の賛同を得て、「(仮称)堀田を愛する

会の準備会」は設立されました。 

この準備会では次のようなことを皆で話し合い、検討していきます。 

 

 

 

なお、組織の正式名称については様々な意見があるため、今後も議論を続けていくこととなりました。

（次ページへ続く）

２０１3 年 10 月

 地域づくりネットワーク会議 ニュース 
～ 第 19 号 ～ 

平成 29 年度に堀田の一部開園をめざしており、堀田活用のための組織「（仮称）堀田を愛する会」

の準備会を立ち上げたい。また、この会議の意見を堀田の詳細設計に活かしていきたい。 

（１）堀田の再生に関する検討 （２）堀田の運営、維持、管理およびそれに係る組織、体制の検討

（３）その他、堀田の再生等に必要な事項の検討 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■議題２ 再生堀田を考える 

昨年までの検討内容を再確認し、堀田の再生について意見交換を行いました。参加者からは次のよ

うな意見をいただきました。 

・堀田は水がきれいであることが大切だ。井戸を設けてはどうか。 

・生物多様性のために、何年かに１回は堀潰れの池干しを行ってはどうか。 

・義呂池の外来魚やヌートリアが堀田に入らないような工夫が必要だ。 

発 行：国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所 河川公園課 

ＴＥＬ：0594-24-5719 http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/ 

■議題３ 堀田を支援する組織と役割について  

準備会の活動と組織づくりについて、参加者から以下のような意見をいただきました。 

・堀田の多面的な価値を都市部の人に広く伝えて仲間を広げたい。 

・会議ばかりでなく、実際に自分たちが身体を使って、楽しみながら学べる小さな参加型のフィール

ドをつくってはどうか。 

・市民参加で花の植栽を行ったりする場などがあってもよいのではないか。 

・将来的に組織の自立につなげていきたい。 

■コメンテーターからのお話 
岐阜経済大学教授の森 誠一先生から、議題 2 に関連して、「郷土力の育

成と地域づくり 堀田の役割とつきあい方」というテーマで以下のよう

なお話しをいただきました。 

第 2 回「(仮称)堀田を愛する会の準備会」 
○日時：11 月 19 日（火） 午後４時～ 
○場所：アクアワールド水郷パークセンター内レストハウス 2 階 
○内容：堀田の水環境、今後の準備会の活動について など 

10 月 8 日（火）に、堀田を身をもって知るための企画

として、海津市歴史民俗資料館の堀田での稲刈り体験企

画を実施しました。当日は、晴天に恵まれ、準備会メン

バー数人とネットワーク会議アドバイザーである滋賀県

立大学客員准教授の森川稔先生も参加し、小学生たちと

共に、堀田での稲刈り、はざかけを体験しました。 

堀田体験企画（堀田の稲刈りを見学しませんか？）を実施しました 

・堀田には歴史、文化、生物多様性、共同体の維持、など多様

な価値と機能があり、西美濃の人々の英知が詰まっている。

・それを地域の子どもたちに伝えていくことが大事だ。海津原

産のウシモツゴの里帰りの場としても考えられる。 

・堀田を通じて海津が元気になることを期待したい。しっかり

とした根拠を持って、楽しく、みんなで考えていきたい。 

「長じょれん」の講習も 
していただきました 

●第 2 回「(仮称)堀田を愛する会の準備会」は、以下の予定で開催することが決まりました 


